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「
無
煙
名
画
大
賞
」な
る
も
の
が
あ
る
と
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
嫌
煙
権
確
立
を
目
指
す
市
民
団
体
が

設
け
た
映
画
賞
。
喫
煙
シ
ー
ン
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
だ
そ
う
で
、
昨
年
は
宮
沢
り
え
主
演
「
父
と

暮
せ
ば
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
授
賞
理
由
は
「
た
ば

こ
を
吸
う
場
面
が
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
」。

　

な
ん
で
も
「
た
ば
こ
規
制
枠
組
み
条
約
」
が
発
効

し
、
批
准
国
の
日
本
で
も
煙
追
放
の
取
り
組
み
が
一

段
と
強
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
各
種
健
康
調
査
で
も
喫

煙
の
害
は
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
禁
煙
範
囲
も「
区
分
」か
ら「
全
館
」、
そ

し
て
「
敷
地
内
」
へ
と
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
か
く

て
愛
煙
家
は
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
の
一
隅
。
二
重
扉
の
奥
に
し
つ
ら

え
ら
れ
た
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
男
た

ち
。
も
は
や
阿
片
窟
の
様
相
。
や
が
て
淘
汰
さ
れ
る

べ
き
一
群
、
と
い
う
感
慨
が
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

　

喫
煙
は
い
ま
や
能
力
評
価
に
も
響
き
ま
す
。
健
康

を
害
す
る
こ
と
が
明
白
な
の
に
、
そ
の
リ
ス
ク
を
避

け
な
い
の
は
不
合
理
、
改
め
ら
れ
な
い
の
は
自
己
管

理
が
果
た
せ
な
い
人
材
、
と
い
う
次
第
で
す
。

　

か
く
い
う
私
も
自
縛
が
解
け
ま
せ
ん
。
私
の
強
弁

は
こ
う
で
す
。「
た
ば
こ
は
体
に
悪
い
。
し
か
し
、

心
に
は
良
い
」。
あ
あ
、
ま
る
で
滅
び
の
呪
文
。

神
奈
川
新
聞
文
化
部
長　

福
江
裕
幸
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県
民
参
加
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

県民参加と福祉サービスのさらなる充実のために
～平成１６年度県社協事業報告・決算～

　四年目を迎え一部改定を行った「新　県社協活動推進
計画」の下でスタートした平成16年度は、過去三年間
の取り組み成果や福祉制度改革等の動向を踏まえ、さ
らに新たな課題への迅速な対応に努めるべく各種事業
を実施いたしました。
　特に、新潟県を中心とした災害への支援や、県との

協働による住民参加に基づく地域福祉の推進と日常生
活圏域活動の活性化等に取り組みました。また、福祉
サービス第三者評価機関として正式に認証を受け、第
三者評価事業を本格的に実施いたしました。
　以下に平成16年度事業の中から主なものを紹介し
ます。

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
コ
ー
ナ
ー
」

を
中
心
と
し
た
活
動
拠
点
の
提
供
や
各

種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
、
セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
活
動
の
促
進
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
し
た
。
特
に
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
相
談
室

で
は
年
間
延
べ
六
百
四
十
五
グ
ル
ー
プ

と
い
う
利
用
実
績
が
あ
り
、
県
域
の
活

動
拠
点
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
活
動
助
成
金
に
よ
り

市
民
活
動
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

思
春
期
の
青
少
年
や
在
住
外
国
人
、
精

神
保
健
と
い
っ
た
課
題
別
の
支
援
も
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
新
潟
県
内
で
相
次

い
だ
豪
雨
・
震
災
の
被
災
地
支
援
の
た

め
、
市
町
村
社
協
と
協
働
し
て
職
員
を

派
遣
し
た
他
、
支
援
金
品
の
受
付
や
活

動
相
談
の
対
応
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
た
福
祉
意
識
の
啓
発
等
に
向
け
た

児
童
・
生
徒
の
ポ
ス
タ
ー
・
絵
本
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
県
内
の
九
百
余
校
か
ら

一
二
、
八
○
○
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
障
害
者
・
高
齢
者
等
へ
の
Ｉ

Ｔ
普
及
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
で

は
、
よ
り
一
層
の
普
及
を
目
的
と
し
た

人
材
養
成
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
図
る
た

め
の
各
種
行
事
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
仲
間
づ
く
り
支
援
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相
談
を

行
い
ま
し
た
。

　

十
六
年
度
に
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
た

民
生
委
員
児
童
委
員
に
対
す
る
各
種
研

修
や
、
保
護
司
等
を
対
象
と
し
た
青
少

年
の
健
全
育
成
活
動
に
つ
い
て
の
集
い

を
実
施
し
ま
し
た
。

市
町
村
を
基
盤
と
す
る
地
域
福
祉
の
推
進

　

県
内
市
町
村
社
協
の
共
通
指
針
で
あ

る
「
改
定　

地
域
福
祉
プ
ラ
ン　

」
に

２１

つ
い
て
は
、
市
町
村
の
地
域
福
祉
計
画

等
の
策
定
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
と
課
題
を
中
間
報
告
と
し
て
整

理
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉

活
動
の
推
進
に
向
け
、
県
内
三
市
町
を

指
定
し
、
行
政
と
社
協
の
協
働
に
よ
る

モ
デ
ル
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

県
内
の
様
々
な
日
常
生
活
圏
域
活
動
の

取
り
組
み
か
ら
関
係
者
相
互
の
理
解
が

深
め
ら
れ
る
よ
う
、
県
と
の
協
働
で
交

流
集
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
市
町
村
社
協
の
組
織
・
運
営

基
盤
の
強
化
を
目
的
に
、
組
織
運
営
強

化
支
援
委
員
会
に
お
い
て
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
機
能
構
築
の
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
県
内
市
町
村
社
協
の
経
営
相

談
に
も
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

権
利
擁
護
の
一
層
の
推
進

　

か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー

（
通
称
�あ
し
す
と
）に
お
け
る
権
利
擁

護
相
談
件
数
は
千
三
百
七
十
一
件
。
特

に
成
年
後
見
制
度
等
に
関
す
る
相
談
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
は
契
約
締

結
件
数
、
利
用
者
数
と
も
増
加
し
ま
し

た
が
、
よ
り
適
正
な
事
業
の
実
施
に
向

け
、
市
町
村
社
協
職
員
等
へ
の
研
修
を

行
う
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
た
め
の
検
討
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か

ら
の
苦
情
の
申
出
件
数
は
七
十
五
件

（
前
年
度
八
十
五
件
）
で
し
た
。

自　平成１６年４月１日
至　平成１７年３月３１日

（単位：円）

差引残額支出合計額収入合計額会　　計　　区　　分

５２３，４１９，３４２８，５５６，４１７，３０８９，０７９，８３６，６５０一 般 会 計

４，８５０，３５８９４，６８２，３４８９９，５３２，７０６公 益 事 業 特 別 会 計

９，０６３，４１１３６，３７１，１９１４５，４３４，６０２収益事業特別会計（事業収支）

５１，４１５，１９０４５４，６４２，２１０５０６，０５７，４００生 活 福 祉 資 金 特 別 会 計

７，５００，０９１１２，８７１，８７９２０，３７１，９７０県 単 生 活 福 祉 資 金 特 別 会 計

３，３５０，２９０８６，４２５，３０５８９，７７５，５９５生活福祉資金貸付事務費特別会計

０６，５３１，４６３，８８８６，５３１，４６３，８８８離 職 者 支 援 資 金 特 別 会 計

０１９，３２５，２４４１９，３２５，２４４離職者支援資金貸付事務費特別会計

５９９，５９８，６８２１５，７９２，１９９，３７３１６，３９１，７９８，０５５合　　　　　計

平成16年度神奈川県社会福祉協議会収支計算書
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な
お
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の

適
切
な
運
営
の
た
め
、
県
内
五
市
町
社

協
の
事
業
実
施
状
況
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

生
活
の
自
立
支
援
に
向
け
た
取
組
み

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
普
及
を
目
的
に
、

福
祉
用
具
展
示
場
に
お
い
て
「
福
祉
用

具
ミ
ニ
博
覧
会
」
を
年
四
回
開
催
す
る

と
と
も
に
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

一
助
と
し
て
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
市
町
村
に
お
け
る
福

祉
用
具
の
適
正
な
普
及
・
活
用
に
向
け
、

福
祉
用
具
等
適
合
相
談
体
制
検
討
委
員

会
の
設
置
や
、
モ
デ
ル
地
域
指
定
に
よ

る
福
祉
用
具
利
用
促
進
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

経
済
的
自
立
へ
の
支
援
に
向
け
、

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
」
で
は
、

国
・
県
単
併
せ
て
五
百
八
十
三
件
・
四

億
三
千
万
余
円
の
貸
付
を
決
定
し
ま
し

た
が
、
総
貸
付
件
数
、
金
額
共
前
年
比

減
と
な
り
、
特
に
就
学
資
金
の
減
少
が

平
成
十
五
年
度
以
降
続
い
て
い
ま
す
。

　

事
業
開
始
二
年
目
の
「
長
期
生
活
支

援
事
業
」
は
六
件
・
一
億
八
千
万
余
円

の
貸
付
を
決
定
し
ま
し
た
（
前
年
比
二

件
増
）。
開
始
三
年
目
の「
離
職
者
支
援

資
金
貸
付
事
業
」
は
、
九
十
件
・
一
億

一
千
万
余
円
の
貸
付
を
決
定
し
ま
し
た

（
前
年
度
比
百
三
十
件
減
）。

福
祉
人
材
の
確
保
と
育
成
の
推
進

　

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

厳
し
い
雇
用
情
勢
を
反
映
し
て
求
人
件

数
が
伸
び
悩
む
中
、
求
職
者
向
け
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
状
を
取
得
で
き

る
仕
組
み
や
、
短
期
雇
用
職
員
登
録
制

度
等
、
紹
介
業
務
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
特
に
福
祉
現
場
の
未
経
験
者

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
基
礎
講
座
や

看
護
職
者
の
た
め
の
福
祉
施
設
就
労
促

進
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

従
事
者
研
修
で
は
、
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
等
を
含
め
た
三
十
種
の
研
修

を
延
べ
二
百
三
日
実
施
し
、
延
べ
二
万

三
千
人
余
が
受
講
し
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
従
事
者
の
計
画
的
な
研
修
受
講
支

援
の
た
め
の
研
修
受
講
履
歴
管
理
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
に

　

新
た
に
設
置
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第

三
者
評
価
機
関
で
は
、
高
齢
者
及
び
障

害
者
入
所
施
設
十
一
カ
所
の
評
価
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
六
十
八
カ
所
の
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
対
し
て

の
外
部
評
価
を
実
施
し
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
施
設
経
営
法
人
等
へ
の
支

援
で
は
、
延
べ
三
百
件
の
経
営
相
談
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
経
営
の
透
明
性
な

ど
の
観
点
か
ら
「
会
計
専
門
指
導
（
自

主
監
査
）
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
各
種
別
施
設
毎
の
協
議
会
に
お
い

て
も
今
日
的
課
題
の
検
討
や
研
修
会
等

を
行
い
、
種
別
を
超
え
た
課
題
の
共
有

に
も
努
め
ま
し
た
。　
　
　
（
企
画
課
）

神奈川県社会福祉協議会総合貸借対照表
（一般・公益・収益会計）

負債・純資産の部資　　産　　の　　部

１７７，０４２，２９４
１１６，０３４，７８４
１８，３９７，７０４
１，５０３，２３０
４１，１０６，５７６

６，１３８，９３２，２８７
５，６１０，４９６，０００
５２４，５１９，２８７
１，２００，０００
２，７１７，０００

２，１２５，２９０
２，１２５，２９０

２，２９１，６６１，３４３
２，１９１，６６１，３４３
１００，０００，０００

５，５３５，４２３

１，０２０，７１８，４０６

△４５９，９７０，８０６

流動負債
　未払金
　預り金
　前受金
　賞与引当金

固定負債
　長期借入金
　退職給与引当金
　子ども福祉基金引当金
　長期預り金

基本金
　基本金

基金
　ともしび基金
　民間社会福祉従事者福利厚生基金

国庫補助金等特別積立金

他の積立金

次期繰越活動収支差額

６７２，７２４，８４６
７４，２６５

６４９，７８４，５７２
２２，４４７，２５２
４１８，７５７

８，５０３，３１９，３９１
２，１２５，２９０

８，５０１，１９４，１０１

流動資産
　現金
　預貯金
　未収金
　前払金

固定資産
　基本財産
　他固定資産

９，１７６，０４４，２３７負債・純資産合計９，１７６，０４４，２３７資　産　合　計

平成１７年３月３１日現在（単位：円）

神奈川県社会福祉協議会財産目録

資産の部
　流動資産 ７，１０８，６４０，７３３円
　　現　　　金 ７４，２６５円
　　預　貯　金 ７，０６３，７３３，１３９円
　　前　払　金 ４６６，４１９円
　　未　収　金 ４４，３６６，９１０円
　　立　替　金 ０円
　固定資産 １３，１２３，５５０，１６７円
　　基 本 財 産 ２，１２５，２９０円
　　他固定資産 １４，１２９，４６０，２９０円
　　資 産 合 計 ２０，２３２，１９０，９００円

負債の部
　流動負債 １９６，８８７，４４８円
　　仮　受　金 ９７，０８７円
　　未　払　金 １３５，３４１，４１５円
　　預　り　金 １８，８３９，１４０円
　　前　受　金 １，５０３，２３０円
　　賞与引当金 ４１，１０６，５７６円
　固定負債 １７，１２２，７０２，１０４円
　　交　付　金 ３，９３１，１００，０００円
　　県単交付金 ３９３，４７６，０００円
　　県単修学資金免除金 ６，９００，０００，０００円
　　△県単交付金 △２４０，５９２，３５０円
　　銀行借入金 △２１３，８３３円
　　退職引当金 ５２４，５１９，２８７円
　　子ども福祉基金引当金 １，２００，０００円
　　長期預り金 ２，７１７，０００円
　　負 債 合 計 １７，３１９，５８９，５５２円
　　差引正味財産 ２，９１２，６０１，３４８円

平成１７年３月３１日現在

負債・純財産の部資　　産　　の　　部

１９，８４５，１５４
１９，３０６，６３１
４４１，４３６
９７，０８７

１０，９８３，７６９，８１７
１１，２２４，５７６，０００
△２４０，５９２，３５０
△２１３，８３３

４，５８７，２６８，９２２
４，５８７，２６８，９２２

△１０，９４６，５３３，３６９

６，４１１，７９６，１３９

流動負債
　未払金
　預り金
　仮受金

固定負債
　交付金
　県単修学資金免除金
　△県単交付金

基金
　運用財産基金

積立金

繰越金

６，４３５，９１５，８８７
６，４１３，９４８，５６７

０
２１，９１９，６５８
４７，６６２

４，６２０，２３０，７７６
４，６０３，０８８，３６０
１７，１４２，４１６

流動資産
　預   金
　立替金
　未収金
　前払金

固定資産
　運用財産

１１，０５６，１４６，６６３負債・純財産合計１１，０５６，１４６，６６３資　産　合　計

（生活福祉資金関連５会計） 平成１７年３月３１日現在（単位：円）
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WS
＆
PICS

NEWS　
　＆

　　　TOPICS

平
成
十
六
年
度
共
同
募
金
・
配
分
結
果
の
ご
報
告

　

平
成
十
六
年
十
月
か
ら
三
か
月
間
に

わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
共
同
募
金
運
動

は
、
引
き
続
き
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
十
二
億
八
千

六
百
八
十
七
万
円
を
超
え
る
善
意
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
共
同
募
金
に
対
し
、

県
内
福
祉
施
設
・
団
体
か
ら
七
百
三
十

六
件
の
配
分
申
請
が
寄
せ
ら
れ
、
本
会

「
配
分
委
員
会
」
を
中
心
に
慎
重
に
配

分
案
の
策
定
作
業
が
す
す
め
ら
れ
、
平

成
十
七
年
三
月
に
開
催
し
た
本
会
「
理

事
会
」「
評
議
員
会
」
の
最
終
審
査
を
経

て
、
使
途
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
六
年
度
中
に
全
国
各

地
で
被
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
・
台
風

等
の
自
然
災
害
に
対
し
、
二
十
に
及
ぶ

災
害
義
援
金
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
「
新
潟
中
越
大
震
災
」
に
お
き
ま

し
て
は
、
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
本
会
で
持
つ
災
害
準
備
金
の
中

か
ら
千
六
百
九
十
万
円
を
拠
出
し
、
新

潟
県
内
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
被
災
者

支
援
活
動
の
た
め
の
資
金
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
に
い
ろ
い
ろ
な
お
立

場
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま

に
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み

　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
「
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
全
面
施

行
に
よ
り
、
本
会
で
は
、
個
人
の
人
格

尊
重
の
理
念
の
も
と
に
、
関
係
法
令
を

遵
守
し
、「
利
用
目
的
の
特
定
」「
適
正

な
取
得
」「
第
三
者
提
供
の
原
則
禁
止
」

「
情
報
漏
洩
の
防
止
」「
開
示
・
訂
正
・

利
用
停
止
等
の
迅
速
な
対
応
」「
役
職
員

の
意
識
啓
発
」等
を
基
本
方
針
と
し
て
、

本
会
実
施
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
お
い
て
、

個
人
情
報
を
慎
重
に
取
扱
い
ま
す
。

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
・
平
成
十
六
年
度
決
算
の
ご
報
告

　

本
会
・
定
款
第
三
十
八
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
平
成
十
六
年
度
収
支
決
算
内
容
を
、

次
の
と
お
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
・
受
配
者
指
定
寄
付
金
の
公
表

　

厚
生
労
働
省
通
知
に
も
と
づ
き
、
配
分
額
が
三
千
万
円
を
超
え
る
「
受
配
者
指
定
寄
付

金
」
の
内
容
を
、
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

◆
県
共
同
募
金
会　

�　

－

　

－

６
３
３
９

０４５

３１２

平成16年度共同募金・使途概要

▽地域福祉を推進する市区町村社会福祉協議会の活動支援に（６２団体） ３４９，６３７，６７１円

▽児童・障害者・高齢者のための法定社会福祉施設の活動支援に（１１８施設） １８９，５９０，４４０円

▽障害者の自立・就労訓練を行う障害者地域作業所等の活動支援に（１５６施設） ９９，３４０，４８２円

▽児童・障害者・難病当事者・被虐待女性支援団体等の活動支援に（７２団体） ６８，９３８，３５７円

▽在宅福祉サービスを推進する社会福祉団体の活動支援に（２３４団体） ４７，７６０，０００円

▽市区町村を単位として実施される年末たすけあい援護活動に（５９団体） ４３８，２９４，０４９円

▽大規模災害時における被災者支援のための緊急配分資金等として ３４，６３７，０８０円

▽共同募金を実施するための事業経費として １４０，６７２，００９円

　　　　　　　合　　　　　計（７０１件） １，３６８，８７０，０８８円

※上記使途財源には、前年度繰越金等を含みます。

▽
社
会
福
祉
法
人
茅
徳
会

　

【
配
分
額
】
六
千
百
十
七
万
二
千
五
百
円
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
築
資
金
）

　

【
寄
付
者
】
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
･
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

▽
社
会
福
祉
法
人
怡
土
福
祉
会

　

【
配
分
額
】
六
千
六
百
十
三
万
円（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
用
地
取
得
及
び
建
築
資
金
）

　

【
寄
付
者
】
医
療
法
人
社
団
朝
菊
会

▽
社
会
福
祉
法
人
葵
友
会

　

【
配
分
額
】
二
億
五
千
三
百
六
十
四
万
二
百
五
円（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
築
資
金
）

　

【
寄
付
者
】
全
国
保
証
株
式
会
社

▽
社
会
福
祉
法
人
豊
笑
会

　

【
配
分
額
】
七
千
五
百
九
十
万
二
千
円
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
築
資
金
）

　

【
寄
付
者
】
ラ
イ
フ
･
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

総　合　貸　借　対　照　表
平成１７年３月３１日現在　（単位：円）

一般会計　各経理区分収支一覧表

合　　計福祉資金
経理区分

寄　付　金
経理区分

本　　部
経理区分

経理区分名
内　　訳

２，０３３，１９４，７１０１４６，２５７１，８７８，０５５，１７１１５４，９９３，２８２収 入 総 額１
１，９２０，７８９，００９６，７９３，０９２１，７６７，１３３，５８９１４６，８６２，３２８支 出 総 額２

１１２，４０５，７０１△６，６４６，８３５１１０，９２１，５８２８，１３０，９５４当期繰越活動収支差額
（１－２）３

８６，１８４，３９９２８，４４９，４４１４２，７１１，４９８１５，０２３，４６０前期繰越活動収支差額４
５，０００，０００００５，０００，０００積 立 金 積 立 額５

１９３，５９０，１００２１，８０２，６０６１５３，６３３，０８０１８，１５４，４１４次期繰越活動収支差額
（３＋４－５）６

自：平成１６年４月１日～至：平成１７年３月３１日 　（単位：円）

資　　産　　の　　部
金　　額（円）科　　　目

１，１８４，６４０，０３１流 動 資 産
１，０４５，５３２，０３１
１３９，１０８，０００

預　貯　金
次年度運動積立預金

４６５，７４４，６３１固 定 資 産
９，３００，０００基 本 財 産
９，３００，０００基本財産特定預金
４５６，４４４，６３１その他の固定資産
５０，３５８，７４３
１７，０００，０００
３８５，０００，０００
２，３４７，２３０

（△２，１１３，２３０）　２３４，０００
５，２２３，５２５

（△３，３７１，６３７）１，８５１，８８８
２，０００，０００

職員退職給与積立預金
運営費積立預金
たすけあい福祉資金積立預金
車両運搬具
（減価償却累計額）
備　　　品
（減価償却累計額）
職員厚生会貸付金

１，６５０，３８４，６６２資産の部合計

負債及び純資産の部
金　　額（円）科　　　目

９６１，８６９，４６２流 動 負 債
９２９，５５０，０００

９０，０００
３１，４８０，０００
７４６，５６７
２，８９５

未払配分金
未　払　金
開拓啓発事業配分金
職員預り金
預　り　金

５４，８７３，１００固 定 負 債
５４，８７３，１００退職給与引当金

１，０１６，７４２，５６２負債の部合計
９，３００，０００基 本 金
９，３００，０００基　本　金
４３０，７５２，０００そ の 他 の 積 立 金
２８，７５２，０００
１７，０００，０００
３８５，０００，０００

災害準備積立金
運営費積立金
たすけあい福祉資金積立金

１９３，５９０，１００次期繰越活動収支差額
６３３，６４２，１００純資産の部合計

１，６５０，３８４，６６２負債及び純資産の部合計
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読�
者�
の�

―
知
的
障
害
を
姉
に
持
つ
弟
と
し
て
―

　

私
に
は
、
知
的
障
害
を
持
つ
姉
が
お

り
、
現
在
、
授
産
施
設
に
通
っ
て
い
ま

す
。
私
自
身
、
福
祉
関
係
の
仕
事
で
は

な
い
の
で
、
福
祉
の
制
度
や
施
設
の
取

り
組
み
な
ど
の
細
か
い
こ
と
や
、
姉
が

施
設
の
中
で
ど
ん
な
日
々
を
送
っ
て
い

る
の
か
も
詳
し
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

同
居
す
る
両
親
も
今
は
元
気
で
は
お

り
ま
す
が
、
あ
る
時
期
、
母
親
の
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
ふ
と
、
今
後
の

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
特
に
知
的
障
害

を
身
内
に
持
つ
も
の
と
し
て
、
例
え
ば

母
親
に
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た

と
き
、
ど
う
な
る
の
か
と
。

　

姉
は
昔
か
ら
、
父
親
と
は
あ
ま
り
外

に
出
か
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
母
親

の
存
在
を
大
き
く
感
じ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
自
身
は
こ
れ
か

ら
の
こ
と
、
特
に
親
亡
き
後
の
今
後
の

こ
と
が
ど
う
し
て
も
描
け
ま
せ
ん
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
知
的
に
障
害

を
持
つ
人
の
生
活
の
場
と
し
て
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
施
設
が
あ
り
、
自

立
の
た
め
に
共
同
し
て
生
活
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
姉
の
施
設
に
は
入
所
の
施

設
が
隣
接
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
姉
か
ら
の
話
で
は
、「
毎
日
散
歩
ば

か
り
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
以
外
に
何
を
し
て
い
る
か
と
言
う
話

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

果
た
し
て
姉
は
そ
の
施
設
で
生
活
を

す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
描
き
、
自
立

す
る
こ
と
を
本
人
な
り
に
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
生
活
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で

し
ょ
う
か
…
。

　

家
族
と
し
て
も
、
弟
と
し
て
も
、
近

い
う
ち
に
姉
を
含
め
た
将
来
を
考
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
家
族
だ
け

で
考
え
る
こ
と
の
限
界
も
あ
り
ま
す
。

姉
自
身
の
生
活
に
関
わ
る
多
く
の
時
間

は
福
祉
施
設
に
な
り
ま
す
。
そ
の
施
設

で
の
日
々
の
時
間
の
中
に
、
姉
自
身
が

望
む
よ
う
な
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
期
待
を
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
陽
光
）

NEW
＆

TOP

　NEWS
＆　

TOPICS　　　

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

　

電
子
媒
体
を
利
用
し
た
情
報
技
術

（
Ｉ
Ｔ
）
の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
日
常
生
活

の
中
に
も
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

な
り
、
時
間
や
場
所
も
問
わ
ず
そ
の
利

用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

政
府
は
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
「
電
子
政
府
」

の
構
築
と
並
行
し
て
「
電
子
自
治
体
」

の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
で
も
県
域
全
体
で
の
県
民

の
利
便
性
向
上
を
目
指
す
た
め
、
県
と

市
町
村
が
互
い
に
連
携
し
、
共
同
で
電

子
自
治
体
の
推
進
に
向
け
て
取
り
組

み
、
平
成
十
六
年
九
月
に
県
と
市
町
村

（
政
令
指
定
都
市
及
び
横
須
賀
市
を
除

く
）
自
治
体
で
「
神
奈
川
県
市
町
村
電

子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会
」
を
設
立

し
、
電
子
申
請
・
届
出
や
公
共
施
設
利

用
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
、
こ
の
七

月
か
ら
各
自
治
体
に
よ
り
順
次
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

共
同
運
営
で
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

は
①
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
（
県

民
や
事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
、
県
や
市
町
村
に
対
し
て
許
認
可
等

の
申
請
・
届
出
を
行
う
）
②
公
共
施
設

利
用
予
約
サ
ー
ビ
ス
（
県
や
市
町
村
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
会
議
室
な
ど
の
公
共

施
設
の
空
き
状
況
の
確
認
や
、
抽
選
結

果
の
確
認
、
利
用
申
し
込
み
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
）
等
に
な
り

ま
す
。

　

具
体
的
な
申
請
等
の
内
容
は
、
住
民

票
の
写
し
の
交
付
申
請
や
小
児
医
療
証

交
付
申
請
、
児
童
手
当
等
認
定
申
請
の

ほ
か
、
引
越
し
や
出
産
な
ど
の
書
類
申

請
や
、
事
業
認
可
・
証
明
書
の
発
行
申

請
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
実

施
手
続
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
内
容

に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
ご
と
で
異
な

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
来
、
市

役
所
や
役
場
の
住
民
窓
口
等
で
、
業
務

時
間
内
で
の
手
続
き
を
主
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
行
政
窓
口
ま
で
出
向

か
ず
に
、
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五

日
、
い
つ
で
も
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
利
用
者
登
録
を
行
っ
た
後

に
、
利
用
者
Ｉ
Ｄ
が
発
行
さ
れ
、
諸
手

続
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
神
奈
川
県
市
町
村
電
子
自
治
体
共
同

運
営
協
議
会（
県
情
報
シ
ス
テ
ム
課
内
）

�　

－

　

－

３
３
２
５

０４５

２１０

※http://www.e-kanagawa.lg.jp/

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
十
七
年
七
月

か
ら
稼
動
の
予
定
で
す
）
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県
社
協
の�

　

車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る
方
や
自
力
歩
行
が
難
し
い

方
が
、
立
っ
て
踊
る
方
と
お
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
ダ

ン
ス
を
楽
し
む
。

　

在
宅
障
害
者
同
士
の
親
睦
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
六
月
一
日
、
西
湘
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
主
催（
二
市
八
町
）で
、
車
椅
子
ダ
ン
ス
交

い
か
と
話
し
合
い
、
約
半
年
間
の
準
備
を
経
て
、
初

め
て
の
試
み
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
各
地
域
の
社
協
に
登
録
し
て
い
る
手
話

通
訳
や
介
護
、
誘
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
、
地

域
単
位
で
車
椅
子
社
交
ダ
ン
ス
の
活
動
を
し
て
い
る

二
市
二
町
（
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
山
北
町
、
松

田
町
）
の
社
交
ダ
ン
ス
普
及
会
の
七
十
一
名
が
、
こ

流
事
業
「
に
こ

に
こ
の
会
」
が

開
成
町
社
会
福

祉
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画

は
、
地
域
内
の

社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
西
湘
ブ
ロ

ッ
ク
内
で
共
同

事
業
を
行
え
な

車
椅
子
ダ
ン
ス
で
ひ
と
つ
の
輪
に
な
っ
て

〜
西
湘
地
域
車
椅
子
ダ
ン
ス
広
域
交
流
事
業
か
ら
〜

の
日
の
た
め
に
「
西
さ
が
み
矢
車
草
の
会
」
と
い
う

名
称
の
下
に
一
堂
に
会
し
、
全
面
的
な
協
力
を
得
て

実
施
し
た
も
の
で
、
西
湘
地
域
内
に
住
む
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
の
会
員
七
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
「
他
の
地
域
の

人
々
と
初
め
て
会
っ
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
共
に
生

き
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
」
と
言
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
社
協
と
し
て
も
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
飛
び
こ
え

取
り
組
め
た
こ
と
は
、「
社
協
ら
し
い
」
柔
軟
性
を
存

分
に
発
揮
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
よ
う

で
す
。「
こ
の
車
椅
子
ダ
ン
ス
か
ら
で
き
た
小
さ
な

輪
が
、
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
地
域
福
祉
の

大
き
な
輪
を
つ
く
る
最
初
の
一
歩
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
担
当
し
た
職
員
は
感
想
を
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）
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平成１７年度神奈川県介護支援専門員実務研修受講試験
　平成１７年度の神奈川県介護支援専門員実務研修
受講試験を、次のとおり行います。

◇試　験　日：平成１７年１０月２３日（日）午前１０時開始
◇受付期間：７月１１日（月）～３１日（日）消印有効　
　　　　　※所定の簡易書留による郵送のみ受付
◇受験手数料：７，０００円
◇受験地基準：申込時点で、受験資格に該当する業務に従事している

場合は、その勤務地が神奈川県内であること。従事して
いない場合は、住所地が神奈川県内であること。

◇受験資格：医療・保健・福祉の国家資格等を有し、実務経験が５年
かつ９００日以上あること。訪問介護員２級等を有し、所
定の相談及び介護業務経験が５年かつ９００日以上あるこ
と。資格に関らず介護業務の経験が１０年かつ１，８００日以
上あること。また欠格事由に該当しないこと（詳細は試
験案内参照）。

◇試験案内配布場所：県・市区町村社会福祉協議会／市区町村役所
（場）の介護保険担当窓口／県保健福祉事務所／県政情
報センター等で、７月１日（金）から配布予定　※試験
会場は受験票に記載

◇出　願　先：神奈川県社会福祉協議会
　　　　　　「介護支援専門員実務研修受講試験実施本部」
　　　　　　〒２２１-０８４４　横浜市神奈川区沢渡４- ２
◇問　合　せ：介護支援専門員実務研修受講試験実施本部
　　　　　　�０４５－３１１－８８９９
　　　　　　神奈川県保健福祉部地域保健福祉課
　　　　　　�０４５－２１０－４７５５

当日は「マツケンサンバ」も飛び出して
歓声が上がりました
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　前号では、ボランティア講座等の修了生が集まりグループ活動を
始める時に直面する、各々の活動に対する姿勢、考え方の違いにつ
いてふれました。
　今回は、それでは具体的に何をやっていくのか、活動内容を決め
る際に感じる悩みについて触れてみたいと思います。

シシシシシシシシシシシシシシニニニニニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアアアアアボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののの道道道道道道道道道道道道道道ののののののののののののののりりりりりりりりりりりりりり②②②②②②②②②②②②②②シニアボランティアへの道のり②
～グループだから活動参加できる！～かながわ長寿社会開

発センター�

高齢期の
健康と生

きがいづ
くり�いきいきはつらつ！
�

を応援す
るコーナ

ーです。
�

何ができる�　何ならできる�
　グループメンバーと何度かの話し合いを重
ね、何をしていくのかを決める段階で、「自分た
ちには何ができるのだろうか」「何だったらでき
るのだろうか」と悩んでしまうことがよくあり
ます。
　特に男性の場合、これまでの経歴を振り返り、
「自分はずっとサラリーマンをしていたから、
特別何か得意なことなんかない」また「ずっと
技術系の仕事をしてきたから、それしか取りえ
がないんだ」という声がよく聞かれます。
　確かに今までの社会経験から、そう感じるこ
ともあるかも知れません。これまでの会社生活
を中心とした世界とは異なり、未知の世界に足
を踏み入れるわけですから、何かしらの不安感
があるのは当然だと思います。

グループだから参加できる
　しかし、だからこそグループで活動すること
に意義があるのではないかと思います。
　グループにはいろいろな人がいます。それぞ
れに得意なことや不得意なことがありますが、
逆に「それこそが男性ボランティアの強みだ」
とある方は言います。
　日曜大工的な簡単な修繕や庭木の手入れ、団

地では高層階からのゴミ出し、ちょっとした財
産を処分された方の確定申告の手伝いなど、こ
んなに男手が必要な仕事があるのかと思うくら
い、多くのリクエストがあるそうです。
　専門家ではないけれど、いろいろな知識、経
験、技術を持った人がグループにいれば、お互
いに助け合うことで、暮らしの中の様々な問題
に対応でき、活動に厚みがでてくるそうです。
　すべてのメンバーが、すべての活動に参加で
きるとは限りません。しかし例え月に一度のニ
ーズでも、その人がいるおかげで、お願いでき
る、助かることがあります。

＊　　　＊
　個人やグループを問わず、「自分に何ができ
るのか」「あまりよくわからないけど、ボラン
ティアをやってみたい」という人がいます。
　地域の中にはたくさんの活動領域がありま
す。「これができるからこの活動を」と決めつけ
るのではなく、シニア世代ならではのこれまで
培った豊かな知識や経験、技術を活かし、自分
のできる範囲、できる時間、できる内容のもの
を、みんなで役割分担しながら活動すれば、い
ろいろなことができるのではないでしょうか。
それがグループで活動することの本当の意義だ
と思います。

第
一
回
シ
ニ
ア
短
歌
大
会
開
催

■
応
募
区
分
・
資
格
／

①
シ
ニ
ア
の
部　

県
内
に
在
住
の
昭

和
二
十
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
家
族
の
部　

県
内
に
在
住
・
在
勤
の

方
で
家
族
に
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
方
。

③
介
護
者
の
部　

高
齢
者
の
介
護
を

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
介
護
に
携
わ

っ
て
い
る
方
。

④
学
生
の
部　

県
内
に
在
住
も
し
く

は
通
学
し
て
い
る
中
高
生
。

■
テ
ー
マ
／
自
由
。
一
人
二
首
以
内
。

未
発
表
作
品
に
限
る
。

■
応
募
方
法
／
規
定
の
応
募
用
紙
に

て
、
八
月
二
十
日（
土
）ま
で
に
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
に
投
稿
。

■
大
会
／
十
月
二
十
九
日（
土
）横
浜
情

報
文
化
セ
ン
タ
ー
「
情
文
ホ
ー
ル
」

詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で

※
応
募
要
領
、
応
募
用
紙
は
当
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

センターから
の
お
知
ら
せ

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

�　

－

　

－

８
７
３
４

０４５

３１１

　
 　

－

　

－

６
３
０
２

FAX
０４５

３１２

Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://www.nenrin.or.jp/kanagawa

E-m
ail 　tyoujyu@

jinsyakyo.or.jp
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「自動車リサイクル促進センター」のホームページをご紹介します
　平成１７年１月１日、使用済み自動車の再資源化等に関する
法律（自動車リサイクル法）が本格施行されました。
　自動車パーツの一部をリサイクルすることになり、それに
必要になる費用は自動車ユーザーが負担することとなりまし
た。その仕組みや保有自動車のリサイクル料金の照会などの
コーナーがあります。 http://www.jarc.or.jp/

「癒されて旅立ちたい
～ホスピスチャプレン物語」

沼野尚美著

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

今月の福祉資料室
BOOK

BOOK

図　
　

書

�

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ナ
ー
の
基
本
〜
福
祉
と
医
療
に
携
わ

る
人
の
た
め
の
（
大
竹
榮 
他
、
中
央
法
規
）

マ
ナ
ー
の
本
質
、
職
業
人
と
し
て
の
意
識
、

対
人
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
具
体
的
な

例
示
を
し
て
、
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る
。

★
福
祉
国
家
／
社
会
的
連
帯
の
理
由
〔
講
座
・

福
祉
国
家
の
ゆ
く
え
５
〕（
齋
藤
純
一
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
）

★
精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
・
運
営

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
全
国
精
神
障
害
者
家
族
会
連

合
会
、
中
央
法
規
）

★
次
世
代
育
成
支
援
と
保
育
〜
子
育
ち
・
子
育

て
の
応
援
団
に
な
ろ
う
（
柏
女
霊
峰
、
全
社
協
）

★
べ
て
る
の
家
の
「
当
事
者
研
究
」（
浦
河
べ
て

る
の
家
、
医
学
書
院
）

★
新
し
い
認
知
症
介
護
〜
実
践
者
編
（
認
知
症

介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
、
中
央
法
規
）

★
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
社
会
起

業
の
役
割
〜
地
域
福
祉
計
画
推
進
の
た
め
に

（
炭
谷
茂 
他
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）

★
リ
ス
ク
社
会
を
生
き
る
（
橘
木
俊
詔 
他
、
岩

波
書
店
）

童
育
成
協
会
）

★
訪
問
介
護
提
供
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

事
業
（（
特
非
）
東
京
都
介
護
福
祉
士
会
）

★
三
宅
島
災
害
・
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー　
帰
島
支
援
事
業
中
間
報
告
書
〜
第
一

版
（
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
東
京
事
務
局
））

★
肢
体
不
自
由
者
に
対
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

制
度
整
備
の
た
め
の
調
査
研
究
②
〜
第
二
次
調

査
報
告
書
（
�
全
国
肢
体
不
自
由
児
・
者
父
母

の
会
連
合
会
）

★
聴
覚
障
害
者
の
職
域
開
発
に
関
す
る
研
究

（
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構
）

★
全
国
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会 
第
１

回
研
究
大
会
（
同
協
議
会
）

★
社
会
福
祉
学
習
重
要
語
句
集 
２
０
０
５
（
全

社
協
）

★
と
も
に
生
き
る
〜
中
学
生
の
た
め
の
福
祉
教

育
読
本
（
鳥
取
県
社
協
）

★
ひ
ば
り
が
丘
レ
ポ
ー
ト
〜
実
践
報
告
集　

８
Vol.

（
２
０
０
５
）（
県
立
ひ
ば
り
が
丘
学
園
）

ったのでご紹介したい。いくつかの病院
でチャプレン（病院や福祉施設において
宗教的な心のケアにあたる）として働く
著者の経験を通し、人の死支度というこ
とを考えさせられる。誰でも一度は通る
「死」というプロセスをどのように超えて
いけば良いかということ、死にゆく人の

　病院ボランティアグ
ループ「ランパス」の会
員として大変参考にな

傍らに共にいて支える
あり方を学ぶことがで
きる。読者は、豊富な実
例から、今の自分の生
き方と人との関わり方
を見直すに違いない。
安心して自分らしく、
悔いのない生き方をし
て、良い人間関係の中
で人生を終えるために。

２００２年６月刊、佼成出版社
定価１，５７５円（税込）

南足柄市社会福祉協議会
会長　大石　恵子

★
み
ん
な
で
子
育
て
〜
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
小
・
中
学
生
交
流
事
業
報
告
書
（
�
児

資　
　

料

�

★
地
域
の
な
か
で
〜
精
神
保

健
福
祉
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（（
特
非
）
精
神
保
健

を
考
え
る
会
ま
い
ん
ど
く
ら
ぶ
）

精
神
障
害
へ
の
理
解
普
及
啓
発
事
業
の
一
環

と
し
て
作
成
さ
れ
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。
当
事

者
の
声
、
医
療
機
関
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
現
場

で
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
に
も
参
考
に
な
る
講
演

会
の
記
録
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
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役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
５
月　

日
・
①
正
会
員
入
会
申
込

１９

み
、
②
理
事
の
推
薦
、
③
評
議
員
の
選
任
、
④

各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
、
⑤　

年
度
事
業
報

１６

告
並
び
に
収
入
支
出
決
算
報
告（
案
）、
⑥　

年
１７

度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）、
⑦
県
社
会
福
祉
会
館
冷
房
費
の
徴
収

◇
新
会
員
紹
介

【
施
設
部
会
】
ビ
オ
ラ
三
保
、
聖
隷
横
浜
病
院
、

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
大
和
、
湘
南
グ
リ
ー
ン
介
護

老
人
保
健
施
設
上
郷
、
第
三
湘
南
グ
リ
ー
ン
介

護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
境
木

の
丘

◇
評
議
員
会
＝
５
月　

日
・
①
理
事
の
選
任
、

２７

②　

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
入
支
出
決
算
報

１６
告
（
案
）

「
腎
・ア
イ
バ
ン
ク
の
た
め
の
歌
曲
の
夕
べ
」 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◇
内
容
＝
角
膜
移
植
及
び
腎
移
植
の
推
進
と
、

腎
・
ア
イ
バ
ン
ク
活
動
の
支
援
お
よ
び
移
植
の

た
め
の
角
膜
、
腎
臓
の
提
供
に
つ
い
て
の
理
解

促
進
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◇
出
演
＝
加
行　

尚
（
バ
ト
リ
ン
）
安
藤
友
候

（
ピ
ア
ノ
）

◇
日
時
＝
６
月　

日
�
午
後
７
時
開
演

３０

◇
会
場
＝
県
立
音
楽
堂

◇
入
場
料
＝
２
千
５
百
円
（
全
席
自
由
）

◇
問
合
せ
＝
神
奈
川
県
医
師
会

�　

－

　

－

７
０
０
０

０４５

２４１

　
　

－

　

－

１
４
６
４

FAX
０４５

２４１

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
サ
ウ
ン
ド
ポ
ー
ト
、
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
音
楽
堂
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
民
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー

鉄
道
弘
済
会
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

◇
内
容
＝
一
日
目
、
①
基
調
講
演
「
地
方
分
権

等
と
社
会
福
祉
」（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
・
金

子　

勝
氏
）、
②
選
択
講
座
他
。
二
日
目
、
①
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
新

展
開
」、
②
記
念
講
演
「
や
さ
し
さ
の
復
活
す
る

日
」（
作
家
・
澤
地
久
枝
氏
）

◇
日
時
＝
①
７
月　

日
�　

時
〜　

時　

分
②

２７

１０

１６

３０

　

日
�
９
時　

分
〜　

時　

分

２８

３０

１５

３０

◇
会
場
＝
日
本
青
年
館
（
定
員　

人
）

８００

◇
参
加
費
＝
７
千
５
百
円

◇
問
合
せ
＝
�
鉄
道
弘
済
会
社
会
福
祉
部

�　

－

５
２
７
６－

０
３
２
５

０３

　
　

－

５
２
７
６－
３
６
０
６

FAX
０３

自
閉
症
療
育
者
の
た
め
の 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

◇
目
的
＝
自
閉
症
と
い
う
障
害
が
非
常
に
分
か

り
に
く
く
、
ま
た
難
し
い
障
害
で
あ
る
た
め
、

自
閉
症
の
特
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催

◇
日
時
＝
７
月　

日
�
〜
８
月
２
日
�　

※
開

３０

催
時
間
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◇
会
場
＝
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

◇
参
加
費
＝
Ａ
コ
ー
ス
（
全
日
程
参
加
）
一
般

・
一
万
円
、
支
部
会
員
八
千
円　

※
他
コ
ー
ス

あ
り
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◇
申
込
み
＝
往
復
葉
書
に
住
所
・
氏
名
（
会
員

の
場
合
は
地
区
名
付
記
、
参
加
者
複
数
の
場
合

nformation

は
、
全
員
明
記
）・
職
業
・
希
望
コ
ー
ス
を
明
記

し
、
〒　

－

０
０
０
１
横
浜
市
中
区
新
港
２－

２３１

２－

１
横
浜
ワ
ー
ル
ド
ポ
ー
タ
ー
ズ
６
階
�
日

本
自
閉
症
協
会
横
浜
市
支
部
ま
で

◇
〆
切
り
＝
６
月
末
日

◇
問
合
せ
＝
�
日
本
自
閉
症
協
会
横
浜
市
支
部

�
・　
　

－

　

－

０
０
１
９

FAX
０４５

６６３

第　

回
神
奈
川
地
域
社
会
事
業
賞

18
◇
内
容
＝
県
内
各
地
域
で
福
祉
、
国
際
交
流
、

教
育
、
環
境
、
地
域
振
興
等
の
自
主
的
な
活
動

を
す
る
県
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
顕
彰
す
る

こ
と
に
よ
り
、
広
く
県
民
に
活
動
を
知
っ
て
も

ら
う

◇
応
募
方
法
＝
文
書
に
よ
る
自
薦
お
よ
び
他
薦

と
し
、
所
定
の
用
紙
に
て
応
募

◇
〆
切
り
＝
７
月
８
日
�

◇
応
募
先
＝
〒　

－

８
４
４
５
（
住
所
不
要
）

２３１

神
奈
川
新
聞
企
画
開
発
局
内
「
神
奈
川
地
域
社

会
事
業
賞
」
事
務
局
あ
て

◇
問
合
せ
先
＝
神
奈
川
新
聞
企
画
開
発
局
文
化

事
業
部

�　

－

　

－

０
７
８
３

０４５

２２７

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
田
中
良
平
▽
脇
隆
志
【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】

▽
宮
崎
静
一
▽
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
湖
陽
会
【
と
も
し
び
基
金
】
▽

遠
藤
寂
香
▽
㈱
ホ
テ
ル
観
山
▽
梅
の
湯
▽
匿
名
▽
�
神
奈
川
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
徳
延
店
・
倉

見
店　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
計
一
、
四
六
二
、
二
五
五
円
）

【
寄
付
物
品
】 
▽
有
限
会
社
三
浦
工
務
店
▽
日
本
シ
ャ
ク
リ
ー
株

式
会
社
▽
内
倉
和
子
▽
渡
辺
和
枝
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会

▽
窪
島
有
希
▽
株
式
会
社
三
越
横
浜
店　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221 横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内　（045）461－0101 代表�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX（045）441－1527

谷　口　　榮�
谷　口　嘉　弘�

代表取締役会長�

代表取締役社長�
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介
護
保
険
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
、
介
護
度
が
低
い
方
の
介
護
状
態
の
悪
化
を
予

防
す
る
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
機
器
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企
業
「
㈱
ナ
ム
コ
」
が
、
平
成
十
六

年
十
月
、
横
浜
市
中
区
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
か
い
か
や
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

楽
し
さ
の
効
用
を
最
大
限
に
活
か
し
、
心
身
の
健
康
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

笑
顔
を
生
み
出
す
心
身
の
健
康
へ

サ
ー
ビ
ス
を
生
む
・
育
て
る

サ
ー
ビ
ス
を
生
む
・
育
て
る　
�3
 

「
低
下
し
た
機
能
の
回
復
の
た
め
に
」

　

介
護
保
険
改
革
の
柱
の
一
つ
で
あ
る

介
護
予
防
。
低
下
し
た
機
能
の
回
復
に

よ
り
要
介
護
や
要
支
援
の
方
の
自
立
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
厚
生
労
働

省
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
た
市
町
村
の
中
間
報
告
の
筋
力

向
上
で
、
四
四
％
が
改
善
し
た
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
十
六
％
が
逆
に
悪
化

し
た
と
も
あ
り
、
事
業
の
実
施
に
向
け

て
課
題
の
多
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
実
施
後
の
意
見
と
し
て
、
週
二

回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
は
体
力
的
に

厳
し
い
と
言
う
声
や
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

の
指
導
者
が
必
要
な
た
め
、
専
門
的
な

人
員
の
確
保
や
指
導
者
養
成
に
時
間
が

か
か
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
整
備
に
向

け
、
予
算
も
含
め
た
計
画
的
な
取
り
組

み
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
参
加
に
あ
た
っ
て
利
用

者
の
自
主
性
は
と
て
も
重
要
で
す
が
、

そ
れ
を
引
き
出
す
の
は
難
し
い
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
本
人
の
や
る
気
も
予
防

や
効
果
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヘ
ル
ス
」

　

高
齢
者
自
ら
が
「
楽
し
む
」
こ
と
を

通
じ
て
、
心
身
の
健
康
を
創
出
す
る
。

そ
の
よ
う
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
の
中
心
と
な
っ
た
㈱
ナ
ム

コ
Ｂ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

の
河
村
さ
ん
と
、
同
グ
ル
ー
プ
出
店
開

発
チ
ー
ム
の
林
山
さ
ん
に
、「
か
い
か

や
」
の
開
業
の
経
緯
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
福
祉
業
界
に
は
二
十
年
前
に
参
入

し
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
機
器
を
製
造
・
販
売
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
医
療
関
係
者
と
の
交
流

を
深
め
る
中
で
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
時

の
身
体
の
動
き
と
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時

の
動
き
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ゲ

ー
ム
機
を
リ
ハ
ビ
リ
に
使
え
な
い
か
、

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
青

森
県
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
一

年
間
に
わ
た
り
、
ゲ
ー
ム
機
の
利
用
者

の
体
力
測
定
を
行
い
、
そ
れ
を
九
州
大

学
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
が
身

体
機
能
に
及
ぼ
す
効
果
を
研
究
・
検
証

し
た
結
果
、
機
能
訓
練
を
意
識
し
な
く

て
も
、
ゲ
ー
ム
機
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
う
ち
に
、
敏
捷
性
や
身
体
バ
ラ
ン

ス
能
力
に
明
ら
か
な
改
善
が
見
ら
れ
、

高
齢
者
の
転
倒
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

そ
の
後
の
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
会
や
転
倒
防
止
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
で
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ナ
ム
コ
で
は
『
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
・
ヘ
ル
ス
（
魂
の
健
康
）』
と
い
う

概
念
を
立
て
、
楽
し
い
こ
と
に
夢
中
に

な
れ
ば
自
然
と
身
体
も
動
き
、
身
体
機

能
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
そ
し
て
心
か

ら
笑
う
こ
と
は
精
神
面
に
も
潤
い
が
得

ら
れ
る
と
考
え
た
の
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
創
設
と
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド
ポ

ー
タ
ー
ズ
の
開
所
（
平
成
十
一
年
）、
そ

の
一
フ
ロ
ア
を
横
浜
市
が
福
祉
情
報
発

信
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
ナ
ム
コ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
開
所
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「『
か
い
か
や
』に
通
う
楽
し
み
」

　

河
村
さ
ん
は
リ
ハ
ビ
リ
マ
シ
ン
普
及

の
た
め
全
国
を
回
り
ま
し
た
が
、「
利

用
者
が
受
身
に
な
り
、
利
用
者
本
位
を

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
高
齢
の
方
が
自
ら
進
ん
で
デ
イ
に

来
る
に
は
ど
う
し
た
ら
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
『
か
い
か
や
』
は
、
利
用

者
年
代
層
を
意
識
し
て
、
開
港
間
も
な

い
横
浜
の
木
造
洋
風
館
に
演
出
し
た

『
大
正
ロ
マ
ン
』
を
モ
チ
ー
フ
に
、
和

洋
折
衷
の
雰
囲
気
を
作
り
、
食
材
や
食

器
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
実
は
、
自

助
具
を
使
っ
て
食
事
し
て
い
た
方
が
、

箸
を
使
っ
て
食
事
が
出
来
た
例
や
、
九

十
六
歳
に
な
る
利
用
者
が
、
モ
ー
ニ
ン

グ
を
着
て
通
っ
て
来
ら
れ
、
そ
の
際
ス

タ
ッ
フ
は
大
正
時
代
の
袴
で
お
出
迎
え

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
見
す
る
と
設
備
と
い
う
ハ
ー
ド
面

このフロアの他に和室や憩いの場があります



第６４３号　福祉タイムズ　２００５．６．１５　第三種郵便物認可（１１）

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

　「神児研」と聞いて知らない方も多いと思い
ます。神児研とは神奈川県児童福祉施設職員
研究会の略称です。
　その始まりは、戦後の児童福祉法制定によ
って多くの児童福祉施設が認可され設立しま
したが、日々子どもの処遇に悩む施設の職員
が悩みを解決するために、横浜で児童処遇に
関する勉強会（当初、ともしび会）を月に一
度自分たちでお金を出し合って続けて来たこ
とだと聞いています。
　そして「神児研」は昭和３６年に発足し、現
在は３６施設、約１０００人以上の会員数となり、
年間１４回の各種研修会を行い、入所児童参加
の行事も主催しています。
　さて、このような歴史を持つ「神児研」で
すが、現在は児童処遇が大きな課題となって
います。平成９年に児童福祉法が改定され、
子どもの権利擁護と虐待がクローズアップさ
れました。現在、入所児童の７０％以上が虐待
を理由に挙げられています。また、マスコミ
の宣伝効果？もあってか、虐待の認知度も高
まり、さらに入所の数が増加しています。
　そういった虐待を受け入所してきた児童
は、通常の生活に馴染めずに様々な問題を発
生させています。例えば精神的な「はけ口」
として、他の入所児童に手を出すなどの「フ
ラッシュバック」（再熱現象）を引き起こし、
更に虐待を引き起こすといったことです。
　このようなマイナスの連鎖を解決するため
には、研修による職員の一層の専門性向上と
たゆまぬ努力、児童福祉施設全体の職員間の
強いチームワークが、問題を解決する糸口に
なるのではないかと思います。
　各施設の職員が神児研の研修に参加し、一
致団結して児童処遇の向上を図っていく。そ
れが、子どもたちにとっての最善の利益につ
ながっていくことを願っております。

「神児研会長に就任して」

　神奈川県児童福祉施設職員研究会
　会　長　松尾　泰博
　（児童養護施設　エリザベスサンダース
　ホーム主任指導員）
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の
み
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

空
間
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
心
の
高
揚
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
が
魂
の

健
康
を
生
み
出
す
概
念
に
結
び
つ
く
と

考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
空
間
は
仕
掛

け
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
の
過
ご
し
方

を
ど
う
創
る
か
は
、
利
用
者
の
方
々
自

身
な
の
で
す
。
看
護
師
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
含
め
た
介
護
ス
タ
ッ
フ
十
一

名
は
、
利
用
者
の
方
の
希
望
を
実
行
で

き
る
方
法
を
探
し
、
充
分
な
安
全
を
確

保
し
た
上
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を

し
て
い
る
だ
け
で
す
」
と
言
葉
を
続
け

ら
れ
ま
し
た
。

「
誰
の
目
線
で
考
え
る
か
」

　

開
所
し
て
数
ヶ
月
。
リ
ハ
ビ
リ
用
に

開
発
し
た
ゲ
ー
ム
機
は
、
現
在
、
医
療

施
設
や
民
間
事
業
者
を
中
心
に
、
全
国

で
八
十
六
施
設
が
購
入
し
、
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
福
祉
施
設
に
従
事
す

る
見
学
者
か
ら
は
、「
自
分
の
施
設
を

『
か
い
か
や
』
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
よ

う
な
形
に
す
る
の
は
難
し
い
」
と
い
う

声
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

河
村
さ
ん
は
「
ナ
ム
コ
は
ゲ
ー
ム
機

を
製
造
し
て
い
る
企
業
で
す
が
、
ゲ
ー

ム
機
は
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
ポ
ー
タ
ー
ズ
へ
の
開
設
も

ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
て
、
例
え
ば
ゆ
っ

く
り
階
段
を
降
り
て
ウ
ィ
ン
ド
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い
、
と
い
う
こ
と

だ
け
で
も
気
持
ち
の
高
揚
感
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
中
で
本

物
感
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
な
の
で
す
。
そ
の
方
法
を
探
る

た
め
に
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
ニ
ー

ズ
は
違
う
こ
と
を
受
け
止
め
た
う
え

で
、
利
用
者
の
声
を
最
も
大
切
な
も
の

と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。」と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
「
か
い
か
や
」
と
い
う
名
称
は
「
第
二

の
人
生
を
豊
か
に
開
花
さ
せ
る
」
と
い

う
思
い
で
名
づ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
定
員
は
最
大
四
十
名
で
、
利
用
料

も
近
郊
の
事
業
所
と
差
異
は
無
い
と
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
関
係
会
社
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
も
積
極
的
に
行
い
、「
日
活
」

か
ら
提
供
さ
れ
る
映
画
の
上
映
も
行
う

こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　

た
し
か
に
、
民
間
企
業
で
あ
る
こ
と

で
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
が
で
き

る
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
は

介
護
保
険
制
度
の
枠
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、コ
ス
ト
も
視
野
に
入
れ
た
う
え
で
、

利
用
者
の
声
を
事
業
に
ど
う
展
開
し
て

い
く
の
か
を
考
え
る
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
心
と
身
体
の
笑
顔
を
生
み
出
す

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
る
こ
と
は
、
様
々
な

分
野
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
の
工
夫

次
第
で
実
行
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
お
年
寄
り
の
自
主
性
を
引
き
出
す

工
夫
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
の
で
は
、
と

取
材
を
通
じ
て
思
い
ま
し
た
。

今
月
の
視
点
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全
国
的
に
子
ど
も
や
女
性
、
高
齢
者

な
ど
の
社
会
的
弱
者
を
狙
っ
た
犯
罪
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
特
に
路
上
や
公
園

で
子
ど
も
が
突
然
殴
ら
れ
た
り
す
る
な

ど
の
被
害
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
の
安
全
は
地

域
で
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、
神
奈
川

県
石
油
業
協
同
組
合
（
以
下
、
組
合
）

が
、
平
成
十
二
年
度
よ
り
、
組
合
に
加

盟
し
て
い
る
県
下
約
千
二
百
カ
所
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、「
か
け
こ
み　
１１０

番
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
組
合
の
専
務
理
事
、
矢
部

雄
三
さ
ん
に
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

困
っ
た
時
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
へ

　
「
組
合
で
は
十
月
六
日
を
石
油
の
日

と
し
て
平
成
十
二
年
か
ら
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
子
ど
も

等
の
社
会
的
弱
者
が
被
害
者
と
な
る
事

件
が
多
発
し
、
心
が
痛
む
思
い
を
し
ま

し
て
、地
域
に
あ
る
ス
タ
ン
ド
と
し
て
、

地
域
の
方
々
を
大
切
に
す
る
何
か
し
ら

の
取
り
組
み
を
行
い
た
か
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
全
国
組

織
の
連
合
会
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

社
会
貢
献
活
動
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
」
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
助
け
を
求
め
て
き
た
方
を

安
全
な
場
所
に
保
護
す
る
と
と
も
に
、

状
況
に
応
じ
警
察
へ
通
報
す
る
こ
と
で

犯
罪
を
未
然
に
防
げ
る
よ
う
に
と
、
神

奈
川
県
警
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、

「
か
け
こ
み　

番
」
を
展
開
す
る
こ
と

１１０

に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
子
ど
も

が
誘
拐
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
、
女
性
が

帰
宅
途
中
に
付
き
ま
と
わ
れ
た
等
の
際

の
避
難
所
と
し
て
、
ま
た
高
齢
者
等
が

道
に
迷
っ
た
と
き
の
案
内
役
と
し
て
も

活
用
で
き
る
、と
い
う
も
の
で
す
。
活

動
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
、
県
下
の
小
学
生

四
十
八
万
人
に
対
し
、
か
け
こ
み　

番
１１０

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
て
呼
び

か
け
て
い
る
他
、
ス
タ
ン
ド
に
も
ス
テ

ッ
カ
ー
な
ど
を
貼
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
の
地
震
等
の
災
害
を
踏
ま

え
、
ス
タ
ン
ド
が
広
域
災
害
時
に
お
け

る
地
域
防
災
の
拠
点
と
し
て
、
ト
イ
レ

や
飲
料
水
（
※
注
、
清
涼
飲
料
水
が
主
）

の
提
供
や
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
か
ら
の
情

報
提
供
も
行
う
と
い
う
、「
災
害
時
徒

歩
帰
宅
者
支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
平

成
十
五
年
五
月
に
県
、
横
浜
市
、
川
崎

市
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

矢
部
専
務
は
、「
ガ
ソ
リ
ン
等
、
油
を

扱
う
ス
タ
ン
ド
は
、
特
に
災
害
時
に
は

危
険
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
実
は
消
防
法
に
よ
る

建
築
基
準
が
厳
し
く
、
阪
神
大
震
災
で

も
一
部
倒
壊
は
数
例
し
か
な
く
、
火
災

を
出
し
た
ス
タ
ン
ド
は
一
件
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

災
害
時
に
お
け
る
徒
歩
帰
宅
が
困
難
な

方
の
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
か
け
こ

み　

番
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

１１０
人
々
の
暮
ら
し
を
守
る
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　
　
（
企
画
課
）

神
奈
川
県
石
油
業
協
同
組
合
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地元警察署とともに地域の安全とやさしい
街づくりを目指しています
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